
生
物
多
様
性
／
「
名
古
屋
」
か
ら
「
イ
ン
ド
」
へ

生
物
多
様
性
／
事
業
者
の
取
り
組
み

　
２
０
１
０
年

月
に
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

か
ら
９
カ

月
が
た
と
う
と
し
て
い
る
。
日
本
は
議
長
国
と
し
て
遺
伝
資
源
の
利
益
配
分
ル
ー
ル
な
ど
の
難
題
を
ま
と
め
上
げ

た
。
た
だ
、
議
論
は
こ
れ
で
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

年

月
に
イ
ン
ド
中
南
部
の
ハ
イ
デ
ラ
バ

ー
ド
で
開
か
れ
る
次
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

ま
で
日
本
の
議
長
国
と
し
て
の
役
割
は
続
く
。
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続

可
能
な
利
用
に
向
け
た
機
運
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
日
本
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
。

生態系サービスの分類と過去 年間の傾向

供給サービス

調節サービス

文化的サービス

※国連のミレニアム生態系評価総合報告書を基に作成

劣　　化

・捕獲漁業
・野生食物
・木質燃料
・遺伝子資源
・生化学物質 自然
薬品
・淡水

・大気の質の調節
・広域的 地域的な
気候調節
・土壌浸食の調節
・水の浄化と廃棄
物の処理
・害虫の抑制
・花粉の受粉 送粉
・自然災害からの
防護

・霊的 宗教的価値
・美的価値

向上と劣化が混在

・木材 木質繊維
・その他繊維 綿
麻 絹など

・水の調節
・疾病の予防

・休養 気晴らし
レクリエーシ
ョン の場 エコ
ツーリズム

向　　上

・農作物
・家畜
・養殖漁業

・地球規模の
気候調節

Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
、
名
古
屋
議
定
書

を
巡
る
交
渉
が
最
後
ま
で
難
航

　
２
０
１
０
年

月
の
生
物
多
様
性
条
約
第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
、

年
以
降
の
生
物
多
様
性
に
関
す
る
新
た
な
世
界
目
標
「
愛
知
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
が
決

ま
っ
た
。
企
業
も
生
物
多
様
性
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
事
業
活
動
で
の
生
態
系

へ
の
配
慮
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

を
契
機
と
し
て
、
生
物

多
様
性
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え
て
い
る
。

保
全
機
運
盛
り
上
げ
ろ

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
」
か
ら
９
カ
月
議
長
国
の
役
割
続
く

成果評価の取り組みも

森
林
整
備
や
影
響
評
価
実
施

積
水
化
学
工
業
は
今
年
、
木
陰
の
涼
し

さ
を
人
工
的
に
作
り
出
す
日
よ
け
を
発
売

リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
で
は
、
従
業
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
間

伐
、
枝
打
ち
な
ど
の
森
林
整
備
を
実
施

　　 ２０１１年 平成２３年 ７月２９日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）

行
動
す
る
段
階

　

年
版
の
環
境
・
循
環
型

社
会
・
生
物
多
様
性
白
書
に

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

開
催
を
踏
ま

え
生
物
多
様
性
に
関
す
る
記

述
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
た
。

白
書
は
生
物
多
様
性
に
つ
い

て
「
知
る
」
段
階
か
ら
「
行

動
す
る
」
段
階
に
移
す
必
要

が
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　
生
物
多
様
性
と
は
人
間
を

含
む
多
様
な
生
き
物
が
お
互

い
に
つ
な
が
り
合
い
、
依
存

し
合
っ
て
生
息
し
て
い
る
状

態
を
指
す
。
生
物
多
様
性
は

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
生
み

出
す
基
盤
と
な
る
。
こ
の
自

然
の
恵
み
は
専
門
用
語
で

「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
と
呼

ば
れ
、
食
料
や
燃
料
の
供

給
、
森
林
に
よ
る
酸
素
の
供

給
や
水
の
浄
化
、
気
候
の
調

整
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す

る
。
産
業
関
係
で
は
原
材
料

と
し
て
使
う
農
林
水
産
物

や
、
工
業
用
水
、
医
薬
品
の

開
発
に
使
う
生
物
資
源
な
ど

は
全
て
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の

範
囲
に
含
ま
れ
る
。
企
業
活

動
は
多
か
れ
少
な
か
れ
生
物

多
様
性
に
依
存
し
て
い
る
。

　
企
業
は
生
物
多
様
性
か
ら

多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

一
方
で
、
資
源
採
掘
や
工
場

用
地
の
開
発
、
廃
棄
物
の
排

出
な
ど
に
よ
っ
て
生
物
多
様

性
に
負
荷
を
か
け
て
い
る
。

負
荷
を
か
け
続
け
、
生
物
多

様
性
が
回
復
不
可
能
な
状
態

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、

事
業
の
存
続
が
危
う
く
な
る

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続
的

な
成
長
を
追
求
す
る
上
で
、

企
業
は
生
物
多
様
性
へ
の
依

存
度
や
影
響
度
を
把
握
し
、

経
営
戦
略
の
中
に
保
全
の
取

り
組
み
を
盛
り
込
ん
で
い
く

姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

　
日
本
の
産
業
界
で
は
生
物

多
様
性
保
全
活
動
の
裾
野
を

広
げ
る
動
き
が
す
で
に
出
て

き
て
い
る
。
経
団
連
、
日
本

商
工
会
議
所
、
経
済
同
友
会

の
経
済
３
団
体
が
中
心
と
な

り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

開
催
に
併
せ

て
企
業
連
携
組
織
「
生
物
多

様
性
民
間
参
画
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
を
設
立
し
た
。
生

物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可

能
な
利
用
に
つ
い
て
技
術
や

情
報
、
経
験
を
共
有
し
、
各

社
が
取
り
組
む
活
動
の
質
の

向
上
を
図
る
の
が
狙
い
。
生

物
多
様
性
の
取
り
組
み
が
浸

透
し
て
い
な
い
中
小
企
業
に

も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

を
一
瞬
の
「
打

ち
上
げ
花
火
」
で
終
わ
ら
せ

ず
に
、
生
物
多
様
性
に
配
慮

し
た
事
業
活
動
を
行
う
意
義

を
産
業
界
全
体
に
広
め
て
い

け
る
か
。
世
界
が
日
本
の
取

り
組
み
を
注
視
し
て
い
る
。

国
家
戦
略

　
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持

続
可
能
な
利
用
に
向
け
た
方

針
は
、
政
府
が

年
３
月
に

閣
議
決
定
し
た
「
生
物
多
様

性
国
家
戦
略
２
０
１
０
」
に

記
さ
れ
て
い
る
。
国
家
戦
略

２
０
１
０
で
は
、

年
ま
で

に
日
本
の
生
物
多
様
性
の
状

態
を
現
状
以
上
に
豊
か
に
す

る
中
長
期
目
標
と
、
生
物
多

様
性
の
損
失
を
止
め
る
た
め

に

年
ま
で
に
科
学
的
分
析

や
保
全
活
動
を
拡
大
す
る
と

の
短
期
目
標
を
設
定
し
た
。

　

年
度
ま
で
に
取
り
組
む

べ
き
重
点
施
策
と
し
て
民
間

参
画
の
促
進
や
地
域
レ
ベ
ル

の
取
り
組
み
支
援
、
循
環
型

社
会
や
低
炭
素
社
会
づ
く
り

と
の
連
携
な
ど
を
列
挙
。
科

学
的
基
盤
の
強
化
や
経
済
的

視
点
の
導
入
な
ど
も
盛
り
込

ん
だ
。

　
国
家
戦
略
２
０
１
０
に
基

づ
き
、
環
境
省
は

年
３
月

に
海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦

略
を
策
定
し
た
。
海
洋
生
物

の
豊
か
さ
を
保
ち
、
海
が
持

つ
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
の

が
狙
い
。
海
底
資
源
の
発

掘
、
波
力
や
潮
力
な
ど
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
際
は

環
境
影
響
を
事
前
に
評
価

し
、
負
の
影
響
を
可
能
な
限

り
低
く
す
る
技
術
開
発
と
事

業
計
画
策
定
が
求
め
ら
れ
る

と
指
摘
。
環
境
配
慮
商
品
の

認
証
制
度
の
有
効
性
に
も
触

れ
た
。

　
国
家
戦
略
２
０
１
０
の
計

画
期
間
は
、
お
お
む
ね

年

度
ま
で
。
同
省
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
の
決
定
事
項
な
ど
を
織
り

込
み
、

年
度
中
に
次
期
国

家
戦
略
の
策
定
を
目
指
す
。

名
古
屋
議
定
書
採
択

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
最
大
の
成
果

と
も
言
え
る
の
が
、
名
古
屋

議
定
書
の
採
択
。
植
物
や
微

生
物
な
ど
に
含
ま
れ
医
薬
品

な
ど
の
原
料
と
な
る
遺
伝
資

源
の
利
益
配
分
ル
ー
ル
を
定

め
た
も
の
で
、
日
本
政
府
は

今
年
５
月

日
に
米
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
同
議

定
書
に
署
名
し
た
。

　
署
名
は
議
定
書
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
こ
と
を
示
す
手
続

き
。
日
本
と
し
て
の
正
式
な

同
意
に
は
国
会
の
承
認
を
得

て
批
准
す
る
必
要
が
あ
る
。

同
議
定
書
は
批
准
や
加
入
な

ど
正
式
な
同
意
を
示
し
た
国

が

カ
国
に
達
し
た

日
後

に
発
効
す
る
。

　
同
議
定
書
は
企
業
が
遺
伝

資
源
を
使
い
医
薬
品
な
ど
を

商
品
化
し
た
際
に
、
資
源
提

供
国
に
利
益
を
適
切
に
配
分

す
る
仕
組
み
を
定
め
て
い

る
。
議
定
書
案
の
議
論
の
過

程
で
、
途
上
国
は
豊
富
な
自

然
を
持
つ
立
場
か
ら
、
企
業

が
遺
伝
資
源
を
利
用
し
て
医

薬
品
な
ど
を
発
売
し
た
際
の

利
益
を
資
源
提
供
国
に
も
配

分
す
る
よ
う
要
望
。

　
一
方
、
先
進
国
は
厳
格
な

利
益
配
分
ル
ー
ル
を
定
め
る

と
商
品
開
発
が
阻
害
さ
れ
る

と
し
て
抵
抗
し
、
交
渉
は
長

く
平
行
線
が
続
い
た
。
Ｃ
Ｏ

Ｐ

で
も
終
盤
ま
で
対
立
は

解
け
ず
、
議
長
国
で
あ
る
日

本
の
調
整
で
よ
う
や
く
議
定

書
採
択
に
至
っ
た
経
緯
が
あ

る
。

　
同
議
定
書
は
遺
伝
資
源
の

利
用
で
生
じ
る
利
益
は
契
約

に
基
づ
き
公
平
に
配
分
す
る

と
規
定
。
利
用
目
的
で
遺
伝

資
源
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
は

資
源
提
供
国
の
事
前
同
意
が

必
要
と
明
記
し
た
。
資
源
利

用
国
に
は
遺
伝
資
源
の
利
用

状
況
を
監
視
す
る
た
め
の
機

関
の
設
置
も
義
務
付
け
た
。

社
有
林

保
全

　
リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス

名
古
屋
市
千
種
区

は
今

年
４
月
か
ら
恵
那
事
業
所

岐
阜
県
恵
那
市

に
隣
接

す
る
社
有
林

の
保
全
活

動
を
始
め
た
。
従
業
員
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
月
１
回
の
ペ
ー

ス
で
間
伐
、
枝
打
ち
な
ど
の

森
林
整
備
を
実
施
す
る
。
同

社
は
鎌
や
ノ
コ
ギ
リ
、
運
搬

車
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の

必
要
な
機
材
を
購
入
し
て
支

援
す
る
。

　
同
社
の
担
当
者
は
「
Ｃ
Ｏ

Ｐ

開
催
が
森
林
整
備
を
始

め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」

と
語
る
。
近
く
の
名
古
屋
市

で
Ｃ
Ｏ
Ｐ

が
開
か
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
同
社
は
生
物
多

様
性
保
全
の
重
要
性
を
強
く

自
覚
し
た
と
い
う
。

　
同
社
の
親
会
社
で
あ
る
リ

コ
ー
は
、
こ
の
ほ
ど
マ
レ
ー

シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

の
北

に
位
置
す
る
ク

ア
ラ
・
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
自
然

公
園
の
森
林
生
態
系
保
全
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
の
森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
始
め
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で

あ
る
バ
ー
ド
ラ
イ
フ
・
ア
ジ

ア

東
京
都
千
代
田
区

の

協
力
の
も
と
で
植
林
活
動
に

取
り
組
み
、

年
後
を
め
ど

に
森
を
再
生
す
る
。
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
や
渡
り
鳥
保
全
組

織
の
東
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
フ
ラ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
登
録
を

目
指
す
。

　
カ
シ
オ
計
算
機
は

年
３

月
に
生
物
多
様
性
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
し
た
。
基
本
方

針
に
「
生
物
多
様
性
の
保
全

活
動
を
地
球
温
暖
化
防
止
へ

の
取
り
組
み
と
並
ぶ
重
要
な

環
境
活
動
と
し
て
位
置
づ

け
、
推
進
体
制
を
構
築
し
て

グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
取
り
組

む
」
と
明
記
。
具
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
事
業
活
動

が
生
物
多
様
性
に
与
え
る
影

響
評
価
の
実
施
を
掲
げ
た
。

　
同
社
は
環
境
保
護
団
体
と

連
携
し
、
影
響
を
評
価
す
る

独
自
手
法
を
今
年
９
月
末
ま

で
に
確
立
す
る
。
評
価
対
象

は
製
品
と
事
業
所
。

　
事
業
所
の
評
価
で
は
普
段

の
事
業
活
動
の
中
で
ど
れ
だ

け
生
物
多
様
性
保
全
に
配
慮

で
き
て
い
る
か
を
採
点
す

る
。
製
品
評
価
で
は
原
材
料

が
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
て

採
取
さ
れ
て
い
る
か
を
重
点

的
に
調
べ
る
。
乱
獲
な
ど
違

法
な
形
で
採
取
さ
れ
た
原
材

料
が
使
わ
れ
て
い
れ
ば
、
他

の
調
達
先
に
切
り
替
え
る
な

ど
の
対
策
を
講
じ
る
。

年

度
か
ら
評
価
結
果
に
基
づ
い

た
保
全
を
始
め
、
生
物
多
様

性
へ
の
影
響
を
最
小
化
す

る
。向

上
で
き
る
要
素

　
影
響
を
知
る
こ
と
は
、
具

体
的
な
対
策
に
も
つ
な
が

る
。
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
は

年
１
月
に
中
国
・
上
海
、
深

、
蘇
州
の
中
国
３
拠
点
で

生
態
系
へ
の
影
響
調
査
を
実

施
し
た
。
事
業
所
の
取
排
水

や
化
学
物
質
の
管
理
状
況
、

事
業
所
周
辺
の
動
植
物
、
敷

地
内
の
植
栽
の
管
理
な
ど
に

つ
い
て
専
門
家
と
と
も
に
詳

細
に
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、

生
態
系
に
悪
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
リ
ス
ク
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
逆
に
生
物
多
様

性
を
向
上
で
き
る
要
素
を
発

見
。
雨
水
を
地
下
に
浸
透
し

や
す
く
し
た
り
、
植
栽
の
質

の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
り
す

る
こ
と
で
生
態
系
を
再
生
で

き
る
。

　
帝
人
も
事
業
所
が
与
え
る

影
響
の
定
量
評
価
を
始
め
て

い
る
。
同
社
は

製
造
工
程
か
ら

排
出
さ
れ
た
化

学
物
質
に
着

目
。
大
気
や
水

域
に
排
出
さ
れ

た
物
質
が
ど
ん

な
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ

る
か
を
評
価

し
、
リ
ス
ク
が

大
き
い
物
質
を

特
定
す
る
。

　
評
価
対
象
は

帝
人
グ
ル
ー
プ

の
各
工
場
か
ら

大
気
や
水
域
に

排
出
さ
れ
た
化

学
物
質
。
物
資

ご
と
に
影
響
を

分
析
す
る
こ
と

で
排
出
量
が
少

な
い
物
質
で
あ

っ
て
も
、
生
態

系
へ
の
影
響
が

大
き
い
物
質
が

特
定
で
き
る
。

そ
の
物
質
を
優
先
的
に
削
減

す
れ
ば
、
生
物
多
様
性
保
全

に
よ
っ
て
効
果
的
な
対
策
を

打
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　
評
価
に
は
産
業
技
術
総
合

研
究
所
が
開
発
し
た
日
本
版

被
害
算
定
型
影
響
評
価
手
法

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
２

を
活
用
し

た
。
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
２
は
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
金
額
換
算
し
て

評
価
で
き
る
。

年
度
は
排

出
量
ベ
ー
ス
で
ジ
ク
ロ
ロ
メ

タ
ン
、
メ
チ
ル
エ
チ
ル
ケ
ト

ン
の
順
に
多
か
っ
た
。
こ
れ

を
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
２
で
環
境
影
響

を
総
合
評
価
す
る
と
塩
化
亜

鉛
、
ニ
ッ
ケ
ル
化
合
物
の
順

に
大
き
く
、
排
出
量
で
１
位

の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
は
４
番

目
だ
っ
た
。

　
清
水
建
設
は

年
６
月
に

都
市
開
発
案
件
の
生
態
系
へ

の
影
響
を
定
量
化
で
き
る
基

盤
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
Ｕ
Ｅ
―

Ｎ
ｅ
ｔ
」
を
拡
充
し
た
と
発

表
し
た
。
Ｕ
Ｅ
―
Ｎ
ｅ
ｔ
は

人
工
衛
星
画
像
デ
ー
タ
を
基

に
整
備
し
た
緑
や
水
辺
の
情

報
と
鳥
類
や
チ
ョ
ウ
類
な
ど

生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情

報
か
ら
評
価
す
る
仕
組
み
。

都
市
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い

る
新
宿
区
や
渋
谷
区
な
ど
都

内
７
区
で
は
、
緑
化
計
画
を

入
力
す
る
だ
け
で
周
辺
へ
の

影
響
を
評
価
で
き
る
よ
う
に

し
た
。結
果
は
２
、３
日
程
度

で
判
明
す
る
た
め
、
都
市
開

発
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響

を
す
ぐ
に
把
握
で
き
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
化

　
保
全
活
動
の
成
果
を
評
価

す
る
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て

い
る
。
王
子
製
紙
は

年
度

に
環
境
省
の
オ
フ
セ
ッ
ト
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
「
Ｊ
―
Ｖ
Ｅ

Ｒ
」
制
度
を
活
用
し
、
神
奈

川
県
山
北
町
に
あ
る
社
有
林

整
備
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸

収
効
果
１
７
９
５

を
ク
レ

ジ
ッ
ト
化
し
た
。
森
林
整
備

に
よ
る
社
会
貢
献
を
第
三
者

目
に
評
価
し
て
も
ら
う
狙
い

で
、
公
的
制
度
の
Ｊ
―
Ｖ
Ｅ

Ｒ
制
度
を
活
用
し
た
。

、

年
度
も
同
制
度
を
使
い
、

社
有
林
整
備
の
成
果
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
と
し
て
申
請
す
る
。

　
積
水
化
学
工
業
は
今
年
６

月
に
木
陰
の
涼
し
さ
を
人
工

的
に
作
り
出
す
日
よ
け
を
発

売
し
た
。
木
の
葉
の
重
な
り

を
樹
脂
で
再
現
し
た
製
品

で
、
動
植
物
の
構
造
や
機
能

を
製
品
開
発
に
反
映
す
る
生

物
模
倣
の
成
果
の
一
つ
だ
。

　
木
の
葉
で
で
き
た
木
陰
に

入
る
と
、
人
工
的
な
日
よ
け

の
影
よ
り
も
涼
し
さ
を
感
じ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
葉
と
葉
の

間
に
風
が
流
れ
、
葉
が
熱
を

た
め
に
く
い
た
め
。
平
ら
な

日
よ
け
な
ら
太
陽
の
直
射
で

高
温
に
な
り
、
そ
の
熱
が
日

よ
け
の
下
に
も
伝
わ
る
。
葉

の
屋
根
な
ら
熱
が
伝
わ
り
に

く
く
、
涼
し
い
。
葉
を
ま
ね

た
同
社
の
日
よ
け
も
表
面
温

度
が

度
Ｃ
低
く
な
る
と
い

う
。
気
温
が
異
常
上
昇
す
る

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
だ

け
で
な
く
、
節
電
対
策
に
も

役
立
ち
そ
う
だ
。


